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62　　　　SPE《”枷e、、醐t。f　8．aiロ　P。．f。、i。n　in

Hoya■oya　Patient8　Before　and　入fter　罵DAS　Operation

Hyung　Chul　Lee，　Kyung　Han　Lee．　June－Key　　Chung’　　Chang－Soon

Koh｛Nuclear　Medlcineワ　Seoul　Nationa1　口ni▼er．　口08p．，　Korea｝

To　a88e88　cerebral　perfu8ion　　in　　口oyamoya　　patlent8　　after

8urgical　treatment　with　　encephalo－duro－arterlo－synangiosis

｛EDAS，，　・⇔Tc－HNPAO　8ingle　photon　emi88ion　computed　tomogr－

aphy（SPECT｝　was　performed　before　and　after　EDAS　in　15　　you－

ng　moyamoya　patients・　　V18ual　and　　quantitati▼ely　　a88e88ed

エeqional　cerebral　perfu8ion　was　compared　甘1th　clinlcal　fln－

ding9．　Of　ll　patient8　with　clinical　impro▼e血ent，　9　　showed

perfusion　improve■ent”　l　no　change，　and　l　aggra▼ation．　Of　4

patient8　without　8ignificant　clinical　impro▼ement　1　　8ho曾ed

perfusion　i匝pro▼ement，　2　　no　　change，　　and　　l　　aggra▼ation．

Change　in　the　perfusion　abnormality　lndex　8howed　　81gnific－

ant　correlat↓on　wSth　the　degree　of　clinica1　↓mprovement．

63　　　脳血管動脈硬化性狭窄性病変に対する経皮的血

管形成術前後におけるDinamox負荷9…Tc－HMPAO－SPECT

東保肇，大西英之，古岡範彦　高岡諒，荒木忍，小松

丈記，唐澤淳（大阪脳外　脳外）

頭蓋内外脳血管動脈硬化性狭窄性病変に対する経皮的血

管形成術（以下PTA）の前後で脳循環の立場で検討した。

35例（40病変）に対してPTA前後でDiamox負荷（10mg！kg）前

後の脳血流測定を施行した。35例中2例は急性期例で

あった。使用したPTAバルーンはTarget社製Stealth　dila－

tation　catheter（直径2．Omm－3．5mm×長さ10mm）で、6から7

気圧で10秒から60秒間inflationした。　PTA前の狭窄率は平

均73％であったが、PTA直後26％にまで改善した。　hemo－

dynamic　compromiseを有する21例中16例（76．1％）でPTA後

hemodymanic　reserveの改善を認めた。脳動脈硬化性狭窄

性病変に対するPTAはhemodynamic　compromiseを有する

例で特に有用であった。

64　　　脳動静脈奇形（AvM）における1231．IMP

を用いたDynamic　SPECTの検討
　狩野利之、柴田家門、坂田義人、周郷延雄、根本暁央、

　清木義勝、寺尾榮夫　（東邦大　脳外）

　小堺加智夫、高野政明、高橋秀樹（同　RI部門）

　高橋宗尊（島津製作所）　杉田純一（クボタ）

　1231－IMPを用いて、　AVMにおける局所脳循環をDyna－

mic　SPECT，およびDynamic　3D表示で検討した。

　1231－IMP　222MBq静注後、24秒ずつ10回continuous

scanを行い、30秒のtime　lagの後、120秒ずつのscanを行っ

た。　使用機種は、PICKER社　PRISM3000である。

　4例のAVM（痙攣2例、脳室内出血2例）において

STATIC　IMAGEでは、すべてHypOperfusionであるが、24

秒ずつのSCANにおいて、最初の1～3回のSCANでAVMの

本体をとらえることができた。

65　　　Acetaz・1・・id・負荷12sI－IMP脳sPEc

Tを用いた脳動静脈奇形周囲における盗血現象の描出

神長達郎、西村恒彦（阪大トレーサー）、林田孝平、石

田良雄（国循セ放）

脳動静脈奇形（AVM）周囲の血行動態を明かにするた

めに、AVM8症例に対しAcetazolarnide（ACZ｝負荷およ

び非負荷’asl－IMP脳SPECTを一週間以内に施行
した。AVM周囲の関心領域のカウントをCi、対側の

関心領域のカウントをCcとして、　Asymmetric　index（A

sDをAs1・2x（cc－ci）／（cc＋ci）として算出した。　A

CZ負荷時では非負荷時に比べ、AS1は有意に増加し

た（P〈O．05）。AVM周囲のvascular　reserveの低下が示

されたが、これはAVMの短絡血流によって生じた盗血

現象によると考えられた。ACZ負荷12sl－IMP脳S
PECTは脳動静脈奇形周囲盗血現象の描出に有用と考

えられた。

66　　　　　c，。ssed　ce，ebella，　Dia、chi、i、における

　小脳血管Acetazolamide反応性

　桑原康雄、一矢有一、赤司祐子、吉田　毅、福村利光、

　増田康治（九州大　放）

　　脳梗塞によりcrossed　cerebellar　diaschisis（CCD）を

　呈した11症例を対象に、acetazolamlde（1g）負荷に対する

　小脳血管反応性をH，’50PET（ボーラス静注法）　および

　99’Tc－HMPAO　SPECTを用いて検討した。その結果、　H2i50

　PETによる測定では、対側小脳に対するCCD側の血流が安

　静時で平均一21．8±6．2驚、　acetazolamide負荷時には

　一19．6±7．2驚と負荷前後で変わらず、CCDは小脳血管反応

　性にほとんど影響しないと考えられた。　しかし、削PAO

　SPECTではそれぞれ一9．6±4．8驚、－5．6±4．8駕と負荷時

　にカウント差が小さくなり、CCD側の反応性充進として観

　察された。　これらの違いの原因としては血流増加に伴う

　HMPAO抽出率の低下や逆拡散の増加等が考えられた。

67　　　一側性脳主幹動脈閉塞性疾患の脳循環予備能

評価におけるCrossed　Cerebellar　Diaschisis（CCD）の意義

　菅原敬文、棚田修二、井上　武、村瀬研也、濱本　研

　　（愛媛大　放）、大田信介、榊　三郎（同　脳外）

　一側性脳主幹動脈閉塞性疾患で、SPECT上、患側大脳

半球に血流低下がみられる症例を対象とし、CCDの有無

と患側大脳半球の循環予備能や血行再建術後の血流改善

の有無との関連を検討した。循環予備能はXe－133吸入法

によりDiamox負荷前後で局所脳血流測定を行い評価し

た。　CCD（一）群では（＋）群に比し循環予備能がより障害さ

れている傾向がみられた。手術症例の検討では、CCD（＋）

例では術後も患側大脳半球の血流の改善が乏しかった。

　一側性脳主幹動脈閉塞性疾患において、CCDは脳循環

予備能と密接な関連があり、CCDの存在する例では、患

側大脳半球の血流低下が、CCDのみられない例に比し、

より高度な代謝の低下を反映していると考えられた。
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